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前年（２０１７）の結果
• レタスはアクアポニックスのほうが通常栽培より大きい
• 水・液肥使用量はアクアポニックスのほうが少ない

問題点
• ドジョウの死亡率が高い
→ 培養液がドジョウに合っていない

概要

アクアポニックスによる野菜の栽培およびドジョウの飼育を行い、それぞれの要素に対して以下の効果を目指している
• 野菜 アクアポニックスでの葉菜類の栽培方法の検討
• ドジョウ 飼育密度およびエサの種類を調整し、成長を促進
• 培養液 水・液肥の使用量の削減

→ 培養液の定期更新を止める（非更新）

本実験（2018）



ドジョウの生存数

• 更新区は週１回ベッドの１／４の培養液を更新
• ドジョウの初期投入数、野菜栽培条件など同じ
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水・液肥の使用量

• 削減効果あり

• 慣行区はドジョウは０匹、培養液管理は更新区と同じ（週１回ベッドの１／４更新）
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簡易フィルターの設置

• 効果あり
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• 更新区は取付８日後で硝酸が２倍に増加した

→排出物やエサの食べ残しなどによるアンモニウムイオンの硝化が
進んだと考えられる

非更新＋簡易フィルターを併用するとドジョウの生存率が高まり、培養液の排出量も抑え
られるので効果的な循環型栽培に近づくと考えられる

ウールマット・ハードマット・リング濾材
の３段構造
養液タンク上に設置


